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崎.（招待講演） 
24) 齋藤 滋．免疫から見た妊娠維持機構とその破綻．Expert Interactions in Clinical Intelligence (EICI)；2013 Jul 27；名古
屋．（招待講演） 
25) 齋藤 滋．新しくなった HTLV-I 母子感染対策事業－医師，看護師，助産師，保健師，行政との共働－．第 6 回 HTLV-I
研究会／シンポジウム 母子感染予防特別講演；2013 Aug 24；東京．（招待講演） 
26) 齋藤 滋．産婦人科医，小児科医，助産師，看護師，保健師，医師会，行政で協力して行う HTLV-I 母子感染予防対
策．愛知県 HTLV-I 母子感染予防対策研修会；2013 Aug 27；名古屋．（招待講演） 
27) 齋藤 滋．産婦人科医，小児科医，助産師，看護師，保健師，血液内科医，神経内科医，行政と協力して進める HTLV-I
母子感染対策．福島県産科婦人科学会秋季学術集会；2013 Sep 29；福島．（招待講演） 
28) 齋藤 滋．産科医，小児科医，助産師，保健師でサポートする HTLV-1 母子感染対策．第 40 回日本産科婦人科医会
学術集会・宮城県大会；2013 Oct 12；仙台．（招待講演） 
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（招待講演） 
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